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ヤ
マ
ハ
脇
に
つ
い
て
は
、
歩
道

用
地
確
保
の
検
討
を
お
願
い
し
て

い
き
た
い
。
郵
便
局
脇
は
、
信
号

迂
回
の
懸
念
も
あ
り
ま
す
が
検
討

し
た
い
。

地
蔵
街
道
に
歩
道
の
確
保

を

道
路
の
形
状
が
急
な

カ
ー
ブ
の
た
め
、
事
故
が
頻
発
し

て
い
る
。
横
断
歩
道
に
は
待
機
場

所
も
な
い
。
今
後
、
消
防
本
部
も

こ
の
地
域
に
移
転
す
る
こ
と
を
考

え
れ
ば
、
歩
道
の
確
保
は
必
要
と

考
え
る
が
。

必
要
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

地
権
者
に
協
力
の
お
願
い
を
考
え

て
い
ま
す
。

道
路
整
備
に
つ
い
て

西
八
丁
緑
地
前
の
道

路
拡
幅
は
。

道
路
南
側
地
域
は
、
限
定
さ

れ
た
用
途
に
限
り
開
発
可
能
な
区

域
で
あ
り
、
開
発
業
者
の
開
発
ご

と
に
整
備
し
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

都
市
計
画
道
路
﹁
上
沢
勝

瀬
通
り
線
﹂
の
整
備

こ
の
都
市
計
画
道
路

整
備
の
手
法
を
見
直
す
た
め
、﹁
ま

ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
﹂
の
委
託
を
行

な
っ
た
が
、
そ
の
結
果
と
今
後
の

取
り
組
み
は
。

区
域
ご
と
の
整
備
の
中
で
、

こ
の
都
市
計
画
道
路
を
位
置
づ
け

県
と
協
議
を
行
な
っ
て
お
り
、
道

路
の
位
置
変
更
も
加
え
て
調
整
を

進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
関

係
者
を
対
象
に
説
明
会
を
開
催

し
、
地
域
の
方
の
意
見
を
聞
い
て

い
き
た
い
。

福
岡
中
央
公
園
の
芝
生
化
、

雨
水
対
策
、
歩
道
拡
幅
を

福
岡
中
央
公
園
の
従

来
あ
る
公
園
部
分
の
芝
生
化
と
、

雨
水
対
策
及
び
歩
道
の
拡
幅
に
つ

い
て
は
。

国
有
地
で
も
あ
る
の
で
、
国

と
も
協
議
し
な
が
ら
整
備
の
方
法

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

雨
水
対
策

鶴
ケ
岡
中
央
公
園
の

排
水
対
策
と
市
内
側
溝
等
の
維
持

管
理
は
。

公
園
に
つ
い
て
は
、
現
況
を

確
認
し
て
清
掃
を
行
な
い
ま
す
。

側
溝
等
に
つ
い
て
も
、
道
路
パ
ト

ロ
ー
ル
、
市
民
の
清
掃
要
望
に
基

づ
き
洗
浄
車
等
で
清
掃
を
行
な

い
、
機
能
を
確
保
し
ま
す
。

大
井
地
区
の
上
下
水
道
対

策

国
道
二
五
四
号
線
拡

幅
に
伴
う
公
共
下
水
道
整
備
は
。

国
道
拡
幅
区
域
、
大
井
東
台

区
域
に
つ
い
て
工
事
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

民
有
地
に
水
道
管
が
あ
る
が
、

布
設
替
え
は
。

計
画
的
に
国
道
に
布
設
し
て

い
き
た
い
。

雨
水
貯
留
浸
透
施
設
の
工

事
時
期
は

上
福
岡
五
、
六
丁
目

の
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
の
工
事
時

期
は
。平

成
二
十
五
年
度
に
予
算
計

上
し
、
早
い
時
期
に
工
事
発
注
し

ま
す
。

新
河
岸
川
の
堤
防
に
桜
並

木
を

新
河
岸
川
沿
い
の
堤

防
に
桜
の
並
木
を
。

川
沿
い
に
桜
並
木
が
で
き
れ

ば
景
観
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、

地
域
に
親
し
ま
れ
ま
す
が
、
新
河

岸
川
沿
い
の
桜
の
植
樹
に
つ
い
て

は
、
風
水
害
時
に
堤
防
の
強
度
が

落
ち
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
可
能

性
が
あ
る
た
め
、
今
の
状
態
の
ま

ま
で
は
新
た
な
植
樹
は
認
め
ら
れ

な
い
と
埼
玉
県
で
は
判
断
し
て
い

ま
す
。

川
崎
地
区
の
公
園
に
つ
い

て

公
園
整
備
の
状
況

は
。

地
域
の
集
い
の
場
な
ど
多
目

的
に
活
用
で
き
る
よ
う
空
間
の
確

保
に
努
め
、
避
難
場
所
と
し
て
の

利
用
を
想
定
し
、
防
災
機
能
を
持

た
せ
ま
し
た
。

権
限
の
委
譲
を
要
請

一
年
前
か
ら
要
望
し

て
い
た
苗
間
地
域
の
横
断
歩
道
が

設
置
さ
れ
た
。
横
断
歩
道
の
設
置

に
関
し
、
県
に
権
限
の
委
譲
を
要

請
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

道
路
交
通
法
に
規
定
さ
れ
て

い
る
の
で
権
限
の
委
譲
は
難
し
い

で
す
。

一 般 質 問 一 般 質 問

都

市

整

備

福岡中央公園

建
て
替
え
予
定
の
上
福
岡

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

食

物

ア

レ

ル

ギ
ー
に
対
し
て
の
取
り
組
み
は
。

専
用
の
調
理
室
を
設
置
し
、

ア
レ
ル
ギ
ー
除
去
食
を
八
十
食
程

度
調
理
し
ま
す
。

直
営
方
式
と
は
異
な
る
運
営

に
な
る
。
安
全
・
安
心
な
給
食
の

提
供
を
行
な
う
上
で
の
取
り
組
み

は
。

経
営
・
運
営
状
況
の
監
視
シ

ス
テ
ム
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施

し
、
献
立
の
作
成
・
調
達
は
市
が

責
任
を
持
っ
て
行
な
い
ま
す
。

学
校
給
食
費
に
一
ヵ
月

一
、〇
〇
〇
円
の
補
助
を

学
校
給
食
費
に
一
ヵ

月
一
、
〇
〇
〇
円
の
補
助
を
。

三
分
の
一
の
補
助
で
一
億
二

千
万
円
に
な
り
ま
す
の
で
、
財
政

的
に
難
し
い
で
す
。

民
間
保
育
園
・
幼
稚
園
の

給
食
食
材
の
安
全
の
確
保

給
食
へ
の
放
射
能
汚

染
を
心
配
す
る
声
が
あ
る
。
保
育

園
・
幼
稚
園
の
食
材
検
査
へ
の
補

助
新
設
や
検
査
器
具
購
入
へ
の
支

援
を
。

民
間
保
育
園
に
は
公
立
保
育

所
で
検
査
を
開
始
し
た
こ
と
を
周

知
し
、
独
自
で
の
検
査
実
施
を
ゆ

だ
ね
て
い
ま
す
。
今
後
、
検
査
の

実
施
方
法
な
ど
近
隣
市
町
の
動
向

を
み
て
対
応
を
検
討
し
ま
す
。　

公
民
館
の
利
用
に
つ
い
て

公
民
館
は
、
減
免
申

請
を
し
な
い
と
利
用
は
で
き
な
い

の
か
。一

部
の
公
民
館
で
は
、
利
用

に
当
た
っ
て
減
免
申
請
書
の
提
出

を
お
願
い
し
て
い
ま
し
た
が
、
現

在
は
、
有
料
の
団
体
は
利
用
許
可

申
請
を
提
出
い
た
だ
け
れ
ば
、
利

用
で
き
る
よ
う
に
改
善
さ
れ
て
い

ま
す
。個

人
で
も
利
用
で
き
る

よ
う
に
す
べ
き
で
は
。

五
人
以
上
の
団
体
に

限
っ
て
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
個
人
利
用

を
認
め
る
自
治
体
も
五
割
を

超
え
て
い
ま
す
の
で
、
今
後

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

今
後
、
予
約
シ
ス
テ
ム

に
移
行
し
た
時
、
パ
ソ
コ
ン

が
使
え
な
い
と
予
約
で
き
な

い
人
が
出
て
き
て
し
ま
う
の

で
は
な
い
か
。

操
作
が
わ
か
ら
な
い
方

に
は
、
職
員
が
十
分
に
説
明
し
て
、

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

利
用
者
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る

よ
う
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

利
用
し
や
す
い
図
書
館
を

図
書
館
の
利
用
時
間

が
短
い
。
延
長
す
べ
き
で
は
。

現
状
で
は
難
し
い
の
で
す
が

必
要
性
は
認
識
し
て
い
ま
す
。
今

後
、
図
書
館
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に

は
指
定
管
理
者
な
ど
民
間
活
力
の

導
入
が
必
要
で
、
利
用
時
間
の
延

長
は
あ
わ
せ
て
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

図
書
の
返
却
用
ポ
ス
ト
を
公

共
施
設
や
学
校
に
設
置
し
て
は
。

車
両
に
対
す
る
交
通
規
制
が

必
要
と
な
る
場
合
も
あ
る
の
で
、

歩
行
者
の
安
全
を
優
先
に
整
備
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

駅
前
広
場
に
歩
行
者
用

デ
ッ
キ
を

上
福
岡
駅
東
口
駅
前

の
歩
行
者
の
安
全
性
向
上
の
た
め

に
、
駅
前
広
場
に
駅
の
コ
ン
コ
ー

ス
に
直
結
す
る
歩
行
者
用
デ
ッ
キ

の
設
置
を
。

駅
前
の
安
全
性
向
上
の
面
で

は
、
歩
行
者
と
車
両
の
通
行
を
分

離
す
る
歩
行
者
用
デ
ッ
キ
の
設
置

は
一
番
よ
い
方
法
で
す
。
こ
れ
か

ら
進
め
て
い
く
全
体
整
備
の
中
で

対
応
で
き
る
か
検
討
し
て
い
き
ま

す
。道

路
問
題
に
つ
い
て

桜
通
線
、
上
福
岡
駅

東
口
、
サ
ン
ロ
ー
ド
及
び
市
道
を

整
備
し
て
周
遊
道
路
に
で
き
な
い

か
。

周
遊
道
路
は
道
路
幅
員
に
課

題
が
あ
り
、
一
方
通
行
等
の
対
策

が
必
要
と
な
り
難
し
い
状
況
で
す

が
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

元
福
岡
地
区
の
交
通
規
制
の

見
直
し
は
。

地
域
住
民
の
不
便
を
解
消
で

き
る
か
検
討
中
で
す
。

大
井
総
合
支
所
周
辺
の
交

通
安
全
対
策
を

大
井
総
合
支
所
周
辺

の
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
、
支

所
北
側
と
東
側
の
右
折
待
機
車
線

の
拡
張
、
地
蔵
街
道
南
側
の
歩
道

整
備
、
郵
便
局
脇
の
駐
車
場
入
り

口
の
拡
張
、
ヤ
マ
ハ
脇
の
歩
道
拡

幅
は
。支

所
用
地
側
を
拡
幅
し
て
、

右
折
車
対
策
を
県
公
安
委
員
会
と

再
協
議
中
で
す
。
複
合
施
設
供
用

開
始
ま
で
に
は
、
道
路
整
備
を
完

成
さ
せ
る
計
画
で
す
。
地
蔵
街
道

南
側
の
歩
道
整
備
に
つ
い
て
は
、

周
辺
道
路
を
含
め
て
ど
の
よ
う
な

形
状
に
す
れ
ば
安
全
で
効
果
的
な

の
か
、
用
地
取
得
に
つ
い
て
も
地

権
者
の
協
力
が
い
た
だ
け
る
か
な

ど
、
今
後
検
討
し
た
い
。




